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未臨界核実験の実施に抗議します 
 
 
 貴国がこの 8 月 30 日に実施した通算 23 回目の未臨界核実験は、核兵器廃絶を求める世

界の世論に逆行し、かつ他国にも核開発の口実を与えるものであり断じて許すことはでき

ないものです。 
核実験の禁止を進めようとする世界的機運の中で、臨界前であっても、核兵器の維持・

向上を目指す実験をおこなうことは厳しく批判されるものです。私たちは世界の平和を願

い、核兵器廃絶の取り組みを続けてきましたが、再三にわたる多くの人々の抗議の声を無

視した貴国の行動は、国際的に見ても許されることではありません。 
改めて、貴国がただちにこうした核実験を中止し、2000 年核不拡散条約（ＮＰＴ）再検

討会議において決められた、核兵器廃棄の明確な約束を果たすとともに、今後計画されて

いるいっさいの核実験計画と核兵器の開発をただちに中止して、21 世紀にただちに核兵器

の廃絶するための具体的な施策をとることを求めます。 
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